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黒田宏之 ･島地 謙 :スギ心材の色とリグニン
栗 順一 ･向吾俊一郎 ･越島哲夫 :アカマツ圧縮ア
テ材の脱 リグニン液中に溶出してくる多糖の性
質











花井四郎 ･矢野忠徳 ･清藤辛一 ･大野 修 ･安藤真




亀岡喧一 ･堀井 聡 ･滝川明宏 ･針生程吉 ･田野良
衛 ･岩崎和雄 ･寺田文典 ･長沢定男 ･須藤賢一























































飯田生穂 ･則元 京 ･今村祐嗣 :マイクロ波加熱に
よる木材の曲げ加工- 圧縮処理材の水分 ･熱
回復




野村隆哉 ･山田 正 :モウソウチク材質の施肥効果
黒田宏之 ･島地 謙 :スギ赤心および黒心色素の仮
道管壁内分布
今村祐嗣 ･高橋旨象 ･西本孝一 :腐朽菌作用下での
木質材料の曲げクリープ試験法
高谷政広 ･浜田良三 ･佐々木光 :木材- エポキシ
樹脂接着剤のへき開疲労試験




S.V.ロニカ一 ･白石信夫 ･横田徳郎 ･棚橋光彦 ･
樋口隆昌:StudiesontheThermoplasticiza-
tionortheExplodedWood





小田 諭 ･真上真諭 ･佐藤俊夫 ･西本孝一 :有機ス
ズ化合物による防腐合板の性能について
荒木五郎 ･土田知代 ･伏木清行 ･西本孝一 :土壌防
蟻処理の効力持続性




F川｣健至 ･十河村男 ･宮本健治 ･樋lコ隆昌 ‥Fusa-
rium∫olaT両こよるフェニルクマラン型ジリグノ
ールの分解 (第3報)
青木 務 ･棚橋光彦 ･樋口隆昌 ･高田信輔 :爆砕木
材に関する基礎的研究 J- 処理木材の熱軟化
挙動-
棚橋光彦 ･樋口隆昌 ･高田信輔 ･花井四郎 :爆砕木
材に関する基礎的研究 Ⅱ- 爆砕 リグニンの特
性-
東 順一 ･越島哲夫 :マイクロ波照射前処理による
木材糖化
棚橋光彦 ･樋口隆昌 ･高田信輔 ･花井四郎 :酵素糖
化に及ぼす爆砕処理の効果
村木永之介 ･夜久富美子 ･越島哲夫 :微粉砕木粉の
酵素分解 (5)- ブナ, ベイツガ材につい
て-
藤島 静 ･夜久富美子 ･越島哲夫 :木材糖化におけ
る酵素の回収再利用 (1)- 基礎 条件 の検
討-
加藤 厚 ･兼 順一 ･越島哲夫 :- ミセルロース ･
リグニン結合体に関する研究 その8- フェ
ルラ酸と糖間の結合様式について-
渡辺隆司 ･東 順一 ･越島哲夫 :-ミセルロース ･
リグニン結合体に関する研究 その9- アカ





岡村圭造 ･則元 京 :脂肪酸セルロースエステル同
族体のⅩ線小角散乱
Ⅰ-2 展示発表
牧野良平 ･黒田宏之 ･島地 謙 :スギカルス中の
nodulcと壁肥厚細胞- 形態と分布-
黒田宏之 ･牧野良平 ･島地 謙 :器官誘導時のポプ
ラカルスの組織構造変化
三木直久 ･島地 謙 :針葉樹シュートにおける維管
束の発生過程 (Ⅰ)- クロマツ-
黒田慶子 ･黒田宏之 ･島地 謙 :傷害樹脂遺形成に
関与する酵素およびその分布
坂本正弘 ･角谷和男 ･山田 正 :微小電極による生
体電位の測定
則元 京 ･小野克明 ･渡辺泰男 :楽器用材の物性Ⅰ
- ピアノ響板材の選別
則元 京 ･和田 博 :マイクロ波加熱による間伐材
の曲げ加工
師岡淳郎 ･則元 京 ･山田 正 ･白石信夫 :セルロ
ースオリゴオキシメチレンエーテルアシレート
の物性Ⅰ












佐々木光 ･浜田良三 ･高谷政広 :ラミナのノミットジ
ョイント間隔が LVL の材質に及ぼす影響
佐々木光 ･川井秀一 ･中路 誠 ･槙山信助 ･森田清
司 :静電場を用いた配向性のボードの製造 V
- 軽量 OSBの材質-
川井秀一 ･佐々木光 ･青果夏市 :静電場を用いた配
向性ボードの製造 Ⅳ- 配向性ファイバーボ
ードの材質に及ぼす繊維形状の影響-
川井秀一 ･石原茂久 ･佐々木光 :配向性パーティク
ルボードの平面曲げ疲労強度
瀧野虞二郎 ･川井秀一 ･佐々木光 .'配向性/く-ティ
クルボードのクリープ性能



























































K.SUMIYA and T.NoMURA:Therelation of
annualgrowthtosomewood qualitiesin
thevarietiesorJapanesecedar
Y.IMAMURA and K.NISHIMOTO:Decay Resis-


































島地 謙 ･角谷和男 :｢IUFRO 第5部会 1983全
体会議出席及び研究調査｣昭和58年6月27日～
7月11日,米国
伊東隆夫 :昭和58年9月1日～10月31日,米国 (継
続)
貴島恒夫名誉教授,元所長 :昭和58年2月13日逝去
MondherGARGOURI(チュニジア国教育制度改革委
員会報告官)ほか 1名 昭和57年11月22日,局
学のため来所
Kin Hu主IN団長ほか6名 (朝鮮教育科学代表団)
昭和57年12月10日,見学のため来所
K.E.ERIKSSONほか2名 (スウェーデン王立林産研
究所)昭和58年2月10日,見学のため来所
Ⅰ.S.GoLDSTEIN (ノースカロライナ州立大学,木材
･紙料学科教授)昭和58年4月6日,日本にお
ける木材化学の研究に対する意見の交換,特に
バイオマス利用に関する研究の意見の交換のた
め来所
DavidA.Ⅰ.GoRING(カナダ紙パルプ研究所,副所
長)昭和58年5月19日,リグニンの研究の最近
の意見の交換のため来所
B.MoNTIES,E.ODIER (フランス国立農業研究所)
昭和58年5月19日, リグニンの生化学について
の討議のため来所
H.0,W.EGGINS(バーミンガム, アストン大学,
生物劣化センター所長)昭和58年5月30日,リ
グニンの微生物分解についての討議,木研視察
のため来所
E.STOsTROM ほか21名,昭和58年6月2日, ISW
PC見学団として来所
Dietrich FENGEL (ミュン-ン大学教授)昭和58年
6月8日,リグニン及び木材化学研究室の視察
及び討論のため来所
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